
プロフィール☞中山智香子（なかやま・ちかこ）さん

～早稲田大学政経学部卒。ウィーン大学で博士号

を取得。ご専門は経済思想史。現在、東京外国語

大学総合国際学研究院教授。著書に『経済戦争の

理論: 大戦間期ウィーンとゲーム理論』（勁草書

房・2010 年)、『経済ジェノサイド：フリードマン

と世界経済の半世紀』（平凡社新書・2013 年）な

どがある。東京外語大・九条の会の会報 30号（2017

年 12 月）に、「平和を脅かすものに抗うために」

との文章を寄稿され、巻頭言として掲載された。 

 

 

アクセス～JR 中央線「武蔵

境」で西武多摩川線に乗換

え、２つ目の「多磨」駅より徒

歩５分。 

または京王線「飛田給」北

口より多磨駅行き京王バス

約10分「東京外国語大学前」

下車。 

６月９日  経済と戦争 

～パックス・アメリカーナの行方～ 

「東京外語大・九条の会」 のお知らせ 

          

 

 

 

 

「東京外語大・九条の会」

恒例の講演会を今年も行い

ます。今、国会では異常な事

態が進行しています。森友・加計関連文書の「改

ざん」、イラク派兵部隊の日報の「隠ぺい」、裁

量労働制などに係るデータの「ねつ造」、事務次

官のセクハラ行為に関する、財務大臣の「居直り

と傲慢」等々、枚挙にいとまがありません。一方、

朝鮮半島では歴史的な「板門店宣言」が発表され、

今後の米朝首脳会談が注目されます。しかし安倍

政権は、平和を求める世界の流れに逆行し、決し

て９条改悪の意図を捨てていません。  

そういう情勢の中、トランプ大統領が進めている「貿易戦争」が、自由

主義と保護主義についての図式を再浮上させています。「経済的自由」が、

現代世界の平和と戦争に対していかなる意味を持つのか、また日本にどの

ような影響を与えるのかについて、この激動の情勢と絡ませて中山先生に

読み解いていただきます。ご期待ください。  

日時：2018 年６月９日（土） 

（講演と質疑応答で）14:00-16:00 
（第１部 13:00-13:40 総会 本会会員のみ対象） 

第２部 14:00-16:00 講演会 会員のほか一般参加歓迎（予約不要・無料） 

第３部 17:00-19:00 懇親会 会費 4000円(要申し込み) ※中山先生も参加されます。 

場所：東京外国語大学 府中市朝日町３－１１－１ 

講演会は研究講義棟１Fの１１５教室（入口からキャンパスに入って右手前方） 

懇親会は大学会館 ホールダイニング円形食堂。懇親会に参加希望の方は、涌井代表まで 

メール・・・wakui1418@jcom.home.ne.jp   fax＆電話 ・・・０３－３６８７－２７６８  

………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 

【懇親会参加申込書】 

お名前：＿＿＿＿＿＿＿  ご住所：（〒  ―   ）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

電話/ＦＡＸ：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿メールアドレス＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

今年の講師は・・・中山智香子さん 

mailto:wakui1418@jcom.home.ne.jp

